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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、歴史的に中東から多くの人々を受け入れてきたドイツの移民／難民
政策と、ドイツ在住のアラブ系移民／難民の移動・適応過程と意識、およびその相互作用について研究を行っ
た。フンボルト大学移民統合研究所（BIM）所属の研究者との連携の下で、2018年度に一年間の在外調査研究を
行い、ベルリンを中心とするドイツで、シリアやパレスチナ出身のアラブ系移民／難民に聞き取り調査を行っ
た。またドイツ政府機関のとる政策の資料収集と、NGO活動への参与観察を通して、進む統合の過程と、官民の
連携による受け入れの実態、残された問題を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the interaction between German immigration policy 
and the process of adaptation of the Arab migrants-refugees in Germany. In collaboration with the 
researchers affiliated to BIM, Humboldt University in Berlin, one- year field research was conducted
 in 2018. Interviews with the Arab migrants-refugees from Syria or Palestine was conducted in 
Arabic. The governmental publications including the issues from the Federal Office for Migration and
 Refugees (BAMF) were collected. Base on the above mentioned data resources and the results of the 
participatory observation of several NGOs, proceeding integration, collaboration between those 
actors for integration, and the remaining problems are pointed out.

研究分野： 中東地域研究
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  ２版

  12渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はヨーロッパ諸国の難民受け入れ政策について、受け入れられる側である難民の側の視点から政策を評価
し、その有効性や今後の課題を明らかにした点で、学術的な新しさが指摘される。中東研究者がアラビア語を使
用して難民コミュニティへの長期参与観察と聞き取り調査を行い、彼らの移動と適応の過程、その各段階におい
て直面した問題点を明らかにした質的研究は、世界的にも例が少ない。調査の分析結果は、欧州難民危機後の各
国による政策立案にも貴重な参照点を提供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 報告者は本研究の開始以前に、ヨルダンおよびスウェーデンで調査を行い、アラブ系移民／
難民の移動の動機と目的地の選定理由などについて一定程度、明らかにしていた。だがその研
究を遂行していた時期に、2015 年の欧州難民危機が起こり、大規模な難民の流れが主にドイツ
を目的地として移動を開始した。スウェーデンとドイツはともにこの時期の主要な受け入れ国
ではあったが、特にドイツは EU の移民／難民政策において主導権を握る立場にもあったこと
から、ドイツ国内での受け入れをめぐる状況と政策についての理解が、中東からヨーロッパに
向かう移民／難民の動向を捉える上で不可欠と考えた。 
先行研究の中では、これまで欧州各国の移民政策の変化や、社会における受容や差別をめぐ

る問題については一定の研究蓄積がみられた。しかし受益者である移民／難民側からの評価を
取りいれた研究は乏しかった。またドイツに関しては、歴史的に受け入れ人数の多いトルコ系
移民に関する研究は多いものの、近年のアラブ系移民／難民の急増と、その受け入れをめぐる
研究はほとんど見られなかった。本研究はこれらの点に着目し、中東研究者としての視点から、
現地調査にもとづきアラブ系移民／難民の統合過程を明らかにするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ドイツにおける対移民／難民政策の変遷、ならびにドイツ在住のアラブ系
を中心とした移民／難民の移動過程と意識について、その相互作用を含めて明らかにすること
である。政策の点では特に、移民／難民に対する居住許可、および就労権の付与や、家族の呼
び寄せに関する制度を中心にその変遷を整理し、近年の動向を位置づける。その上で、それら
が人の実際の移動や意識の点でどのような影響を与えたのか、移動先の選択や、移動・定住に
至る過程、現在の居住地での状況などについて事例研究を通して究明していく。ドイツの研究
機関フンボルト大学（Humboldt-Universität）ベルリン移民統合研究所（BIM - Berliner 
Institut für empirische Integrations und Migrationsforschung）との国際共同研究により、
ドイツ国内での研究蓄積を踏まえ、そこに中東研究のフィールド調査の知見を活かすことで、
より総体的な難民の状況の分析を試みる。 
 
３．研究の方法 
本研究の研究手法としては、まず先行研究と資料に基づき、ヨーロッパ諸国におけるアラブ

系を中心とした移民／難民の移動と受け入れ状況を俯瞰し、その中でドイツの位置づけを再確
認する。次に、ドイツの移民／難民受入政策の推移と、社会における統合をめぐる問題につい
て、ドイツ政治の文脈から理解を試みる。これらを踏まえたうえで、ドイツ在住のアラブ系移
民／難民に対して聞き取り調査をアラビア語で行ない、ドイツへの移動時期や経路、現在の法
的地位、就業状況、生活上の問題や満足度などについて調査を進める。こうした既存の研究資
料調査と独自の事例研究により、本研究はドイツ国家と社会に対してアラブ系移民／難民の急
増が与えた影響を明らかにし、ドイツの歴史と制度の中で受け入れの現状について捉えること
ができる。 
 

４．研究成果 
報告者は 2018 年 4 月より一年間、ドイツの首都ベルリンのフンボルト大学移民統合研究所

（BIM）に客員研究員として所属し、研究を行なった。ベルリンを中心にドイツ国内在住のアラ
ブ系移民／難民を対象とし、彼らの移動の過程と、その適応をめぐる課題などについて聞き取
り調査を行った。またドイツの対移民・難民政策について、特に 2015 年の難民危機以後の変化
に着目しながらその変遷について調べ、分析を進めた。ドイツにおける移民／難民受入れ政策
の変遷とその影響については、フンボルト大学ベルリン移民統合研究所の研究員 Sina Arnold
氏（2018 年半ば以降は他の研究所へ異動）、Tim Müller 氏ほか、同研究所に所属する研究者ら
とともに共同研究を進めた。またこれらの研究テーマに関連して、ベルリン自由大学や、ゲッ
ティンゲン大学マックス・プランク研究所など、ドイツ国内の研究機関に所属する隣接分野の
研究者と研究交流を行った。調査と並行しながら、分析結果については国際学会での発表や、
論文執筆を進めた。下記では各年度の研究成果を、企画や報告ごとに詳述している。 
研究の内容面では、本国際共同研究により、ドイツ国内での移民／難民研究の蓄積に、中東

研究者としての報告者の知見を活かした調査データを加え、アラブ系移民／難民をめぐる受け
入れ政策の効果について新たな評価材料を提供することができた。トルコ系が中心であったド
イツにおいて、近年急増したアラブ系移民／難民によってもたらされた移民社会の様相の変化
を、質的研究として提示し国際的に共有している。また報告者にとっては、従来の中東を中心
としたフィールド調査のみならず、ヨーロッパ諸国における移民／難民受入れの歴史や政策に
まで視野を広げることで、現代の人の移動を長期的な枠組みの中に位置づけ、多面的でより深
い理解に向けて研究を発展させることができた。さらに当初想定した以上の発見として、移民
／難民対策における、ドイツでの公的機関と市民社会の活動の連携についても見出すことがで
きた。 
 
(1) 初年度の研究成果 
 初年度は交付申請をした 2017 年 11 月以降、ドイツでの長期在外研究の準備と研究交流を進



めた。2018 年 4 月以降の受け入れ予定先のベルリン移民統合研究所（BIM）から共同研究者の
Sina Arnold 氏を招へいし、2018 年 1月末から 2月にかけて東京で 2回の国際ワークショップ
を開催した。第一回目は東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所・中東イスラーム研
究拠点の人間文化研究機構「現代中東地域研究」事業との共催で、“Jews and the Center/Margin 
of the Contemporary Society”というテーマを設定し、ドイツにおける反セム主義と移民／難
民の関係について報告を頂いた。第二回目は基課題である科研費基盤（B）「中東・ヨーロッパ
諸国間の国際政策協調と移民／難民の移動に関する研究」（課題番号：17H04504）との共催で、 
“Germany as a “postmigrant” society: Contemporary Challenges and Controversies”と
いうテーマでドイツにおける移民／難民受入れの現状と課題について報告を頂いた。それぞれ
他研究プロジェクトと共催にしたことで、日本の多分野の研究者との交流が可能となり、研究
ネットワークをより広く構築することが可能となった。また 3月にはマルタ島を起点に地中海
を渡る移民／難民の報道を続けてきた写真家 Darrin Zammit-Lupi 氏を招へいし、ドイツを含め
EU 諸国へ移動する移民／難民の移動過程について話を伺った。 
 当初の計画では 2017 年度は、研究代表者が個人で次年度の渡航に向けた準備のみを行うこと
を予定していた。だが、2017 年 8月に基課題で行ったドイツでの短期調査で、国際共同研究の
相手方であるフンボルト大学移民統合研究所（BIM）との調整が進み、年度内の日本への招聘と
研究交流企画を計画し、実施することができた。国際ワークショップを開催することで、ドイ
ツでのフィールド調査に備えて、詳細な情報交換を行うことができ、また日本の関連分野の研
究者との間で、国際研究交流と研究ネットワークの構築を進めることができた。マルタからの
招聘は当初の計画にはなかったが、隣接分野の研究者との協力のもと、本研究課題および研究
代表者の所属機関との共催により実現した。招聘者は研究者ではなく実務家だが、本研究課題
と密接に関連するテーマを長年追ってきた経験の蓄積をもち、移民／難民の移動過程の様子に
ついて、詳細な知識を得ることができた。 
 
(2) 二年目の研究成果  
二年目は、本研究計画の中心となるフィールド調査として、2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3

月 26 日まで約 1年間、ベルリンのフンボルト大学移民統合研究所（BIM）を受け入れ機関とし
て長期在外研究を行った。調査期間中はベルリン市内をはじめとするドイツ国内各地で、シリ
ア系・パレスチナ系を中心としたアラブ系移民／難民への聞き取り調査を行い、支援 NGO の活
動などで参与観察を行った。アラブ系をはじめアフガニスタンやイランなどから来た移民／難
民の集まる抗議集会や、教会での集まり等に参加し、アラビア語を中心に、英語やドイツ語を
補助的に用いて聞き取り調査を実施した。 
BIM では調査環境の整備に際して協力を得たほか、月例研究会に参加して研究員との意見交

換を定期的に行った。また 2018 年 9 月には BIM を会場に、BIM 側の研究員 2名と、日本から招
聘した関連分野の研究者 3名を報告者として、“Dynamics of Refugees and Perception toward 
their Integration”というタイトルでワークショップを開催した。 
調査期間中にはベルリンを拠点として、近隣の都市においても調査および研究交流を行った。

調査ではベルリンとの比較対象として、ドイツ西部にあるデュッセルドルフ市近郊のノルトラ
イン＝ヴェストファーレン州のヴッパータール市内や、ドイツ東部にあるブランデンブルク州
のコットブス市内でも聞き取り調査を実施した。資料調査はベルリン市内の国立図書館および
フンボルト大学付属図書館にて主に行ったが、必要に応じてロンドンの SOAS（アジア・アフリ
カ研究学院）やレバノンのベイルートでも資料収集を行った。ロンドンでは SOAS と RAI（英国
王立人類学協会）が共催の国際会議に参加したほか、ゲッティンゲン大学マックス・プランク
研究所で開催された国際ワークショップに出席し、参加した研究者との間で研究テーマに関連
した学術交流を行った。 
当初の計画では、ベルリン市内での調査のみを予定していたが、研究の過程において、ドイ

ツ国内の地域的多様性を調査に反映する必要があることが分かった。そのため、ベルリン以外
のドイツ西部および東部においても短期調査を計画し、実施することができた。これらは調査
結果の分析において、地理的属性の与える影響を考慮するうえで重要な参照点となった。受け
入れ機関である BIM では、所長・副所長を含めて、主要な研究員の多くと交流をもち、今後の
研究協力の礎を築くことができた。本研究課題が BIM との連携で実施した 9月の国際ワークシ
ョップは、BIM がこれまで受け入れてきた外来研究員としては初めて、外来研究員が主催で実
施した研究企画であったとして、BIM 側から高い評価を受けた。またゲッティンゲンおよびロ
ンドンで開催された国際会議への参加では、ベルリン以外に拠点を置く研究者との間で交流を
もつことができた。研究成果の一部は、4月にベルファストで開催された国際学会（ESSHC：ヨ
ーロッパ社会科学歴史学会）や、11 月に一橋大学で開催された国際シンポジウム、同じく 11
月に大宮で開催された国際政治学会の部会報告などで口頭発表を行った。 
 
(3)三年目の研究成果 
本研究課題は当初、2018 年度で終了の予定であったが、国際共同研究が期待以上に発展した

ため、年度を延長して実施することにした。前年度の長期在外研究期間に構築された研究協力
体制を発展拡大するため、ドイツでの所属先であったフンボルト大学移民統合研究所（BIM）か
ら若手研究者を、日本国内で開催した国際ワークショップおよび学会での報告者として招聘し



た。また日本国内での国際ワークショップの開催、移民当事者や支援活動側からの認識につい
ての理解を深めるため、ドイツからのシリア難民と NGO 関係者の招聘事業を行った。 
フンボルト大学からは BIM の研究員 Tim Müller 氏を招聘し、10月 19 日に日本国際政治学会

トランスナショナル分科会にて、他の 2名の日本人報告者と共に「計量分析から見る移民／難
民の移動」というタイトルのパネルでご報告頂いた。また 10月 23 日には東京大学駒場キャン
パスにて国際ワークショップを開催し、ご報告頂いた。BIM とは研究連携を図りながら、今後
の研究協力の可能性を模索していく予定である。 
さらに昨今のドイツにおける移民／難民受け入れをめぐる状況について報告して頂くため、

10 月末にはベルリン市内でのシリア難民調査の過程での協力機関であったローカルな難民支
援 NGO の「BBZ」からスタッフ 1名と、受益者であるシリア難民 1名を招聘した。10 月 30 日に
京都大学で、11月 2日には東京大学伊藤国際学術研究センターで講演頂いた。こちらは東京外
国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所・中東イスラーム研究拠点と共催であり、国内の研
究機関とも連携した意義深い研究交流事業となった。 
これらと並行して、2019 年 8月には企画の準備および補足データの収集のため、ドイツでの

短期追加調査も行った。また研究成果を国際的に発信するために、学会発表やパネルの企画を
行った。6 月には東京大学で開催されたスラブ・ユーラシア研究東アジア大会で、ドイツの受
け入れ政策における官民の連携について報告を行なった。9 月にはアルメニアの首都エレバン
で、ベルリン滞在中に知り合った国立科学アカデミーの研究員と共催で、シリア難民に関する
国際ワークショップを開催した。ワークショップには研究者だけでなく、アルメニアの関係省
庁からの出席者もあり、研究の成果を広く共有することができた。また 10月にはトルコのガジ
アンテップ大学が主催で開催されたシリア難民国際会議に出席・報告し、設立されたばかりの
難民研究センター所長らと研究交流を深めることができた。 
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本研究で行った関連企画ならびに研究会のウェブサイト 
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『地中海を旅する62章――歴史と文化の都市探訪』
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